
ログルマン民族の大移動Ю躙口U

5[][轟凛よ署「
「
じ[;π 86世紀のグルマン諸国家.OP鶴■地| 口 8世紀前半のグルマン諸国家

グルマン民族の大移動 m

一→トアラブ人の進出

ングロ =

ギ

`

ウ マ イ ヤ 朝 
｀
|

2グ ル マ ン 諸 国 家 の 変 遷 Qj' 3世 紀以降,グルマン川評
和的に□―マ帝国領に移つて,□―マの

下級官吏や傭兵 コロヌスなどになつて
いた。これに対して,375年以降の移動

は集団的 武力的であつたといえる。民

マン社会という中世ヨーロッパ社会の基

礎がつくられた。10P2408史
'

①家族で移動するグルマン民族

旱
::J) 髯彙「,1

貿「ソス上 ノ′ψl';二}籍、

10ダマスクス

9イェルサレム

こ Q  V   f真機

アウグスティヌス

グルマン諸族の原住地と移動経路

――十 東」― 卜族  ―― ‐ 西」L卜族
・・ ブルグン ト族 ―― 'ロ ンバル ド族
――‐ スエヴィ族  ―― ‐ ヴァングル族
'フ ランク族

――→ アングル族・サクソン族・ジュー ト族

赤。青数字 中間滞留時期

○アッティラ
(ルーヴル美術館蔵 )

フン族とアッティラ織433～450

フン族は中央アジア

原住の遊牧騎馬民族で

匈奴の一派とされる。

375年の東ゴート族征

服,西ゴート族圧迫が

ゲルマン民族大移動の

一因となつた。フン族

の王アッティラは教皇

レオ1世に説得され□

―マ市侵入を断念した。
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フランク王国 2カール大帝時代(30晦)0日∞回り

ットブレド バC l‐3

=サクソン)デ
〕

829年 エグパー ト王

マ
=り
→慮セツクス

/1>二
~｀
、ィ(

:1.ィ
「
三̈ ヽィーー 1
″―ル王国_´

ラ′ rぅ ヽ

|  |カ ロリング朝成立時の
王国

|   1小 ピピンの獲得地
|  |カ ール大帝の獲得地
1  :カ ール大市の勢力圏
・  大司教座
赤 字 フランク王国内地域名
青 字 七王国
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0ヴェルダン条約(343年)

田フランク王国の発展と分裂B開轟 )

グ
ル
マ
ン
民
族
の
移
動
期

375 西ゴート族,南へ移動(グルマン民族大移動の開始)

433 アッティラ,フン王となり,フン帝国繁栄(～ 453)

451 カタラウヌムの戦い

アッティラが西□―マ 西ゴート連合軍に敗北
476 西□―マ帝国滅亡。オドアケル王国建国(～ 493)

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
と
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
発
展

位481～ 511)

486 フランク王国(メロヴィング朝)建国

493 東ゴート王テオドリック,イ タリアに侵入

・ 東ゴート王国を建国

496 アタナシウス派(カ トリック)に改宗

ロンバルド(ランゴバルド)族 ,北イタリアに建国_
この頃,イギリスは,アングロ=サクソン族の七王国時代

イスラム教徒(ウマイヤ朝)の侵入で西ゴート王国滅亡

::Zκ号軍じζ子1苫b霞1守書皇11ル =マリレテル
率いるフランク軍がイスラム教徒(ウマイヤ朝)の侵入を撃退

カ
ロ
リ
ン
グ
朝
と
西
ロ
ー
マ
帝
国
の
復
興

4,フランク王国最盛期)

○アルクィン(英 )を招く(カロリング=ルネサンスの中心人物)

800 教皇レオ3世より西□―マ皇帝の帝冠を受ける

○巡察使を派遣して伯を監督させる     (OP24011史 )

829 ウェセックス王エグバート,七王国を統一

(イ ングランド王国の起源)

フ
ラ
ン
ク
王
国
の
分
裂

875カロリング家断絶
911カ ロリング家断絶
ロ

八インリヒ1世
(位 919～ 936)

首長□□をノルマン

ディー公に封じる
日

987カ ロリング家断絶

987～↓1328

L舜』

ロタール王国

(中部フランク王国)

(ロタール 1世 )

兼フランク王匡
(ルートヴィヒ2世 )(シャルル 2世 )

(シャルル2世 )

イタリア王国
(ロ ドヴィコ2世 ) (ルートヴィヒ2世 )

オットー1世

955 レヒフェルトの戦いでマ
ジャール人撃退

962 教皇∃八ネス12世より神聖
□―マ皇帝の帝冠を受ける

0メルセン条約(870年)

0カール戴冠の意義 (。P2401ロ
カールの戴冠は形式的には西□―マ帝国の復活

であるが,実質的には□―マ文化・グルマン文

化・キリスト教の3要素が同化した新しい国家の

誕生を意味する(西∃―ロッパ世界の成立)。 皇帝

権は,世界を統一する支配者の「□―マ皇帝権」

に,「キリスト教保護者」の意味が加わつたキリス

ト教皇帝権となつた。 1つの帝国の中に,教権を

代表する教皇と,俗権を代表する皇帝とが並立し

て存在する西∃―ロッパ封建社会が形成された。

①カールの戴冠 シュネッツ画(9世 1め ルー功隈術館蔵

西ヨーロッパ世界の形成
クリスマスはキリスト教の祝祭典の

中で日本でも最もよく知られているが,

クリスマスに欠かせないツリーの起源

は□―マとゲルマンにある。古代□―

マでは12月に農神祭を行い,太陽の復

活 春の再生 豊饒を願い柊の本を飾
つた。またグルマンでは,木のもつ生

命力に神秘性を感じ,木の精霊崇拝を

行つていた。

現在のようなツリーの原型は17世紀

頃に現れ,19世紀のアメリカで豪華な

飾り付けをするようになつた。

[:]十[:]+日1]
(111■|11■ 1)
6月 24日  聖∃八ネの日げし

グルマンの夏至祭り

(火祭り)



―
ノルマン人の原住地

――‐ ノルマン人の侵入路
|   |ノ ルマン人の侵入地域
国 名 ノルマン系諸国家

(原住地以外 )

―
マジヤール人の侵入

―■ イスラム勢力の侵入

1066
へ
=スティン
グズの戦い

≧ t´ ヽこ
955レヒフェル トの戦い
(オットー 1世,マ ジャー

田ノルマン・マジャール・イスラムの侵入Ю円∽口U

給m銅■ 9～ 11世紀の∃―ロッパは,北からノルマン人,東からマジヤール人,南からイスラムに
侵入されていた。これに対し地方領主が相互防衛契約を結んだことが,封建社会形成の一因となつた。

Oヴアイキングの祭り(シ ェトラ
ンド諸島)Jヒ欧を中心として,各

地でヴァイキング祭りが行われてい

ることからも,彼らの活動範囲が広

大であつたことがわかる。

サ

①ノルマン人のイギリス征服 ノルマンディー公ウィリアム
率いるノルマン騎士団と,アングロ=サクソン歩兵軍の戦闘を描い

た刺編画(タビストリー)の一部。 中日約50cm,長さ70m ノミユー教会蔵

「薇轟稀万ラ薫
~~「
III¬

英語の語源の約半分はフランス語からである。ノルマン征服

以降,アングロ =サクソン系とフランス系の言葉が融合し始め
た。庶民関連はアングロ =サクソン系,上流階級関連はフラン
ス系の言葉が多い。

*当時の庶民(農民)は家畜を飼うだけでその肉は食べられなかった。また,バン
を燒く道具よなく 塚も自分で建てなければならなかつた。

アングロ=サクソン系 フランス系

OX,COW(牛 )

sheep(羊 )

baker(バン屋)

beef(牛肉)

mutton(羊 肉)

carpenter(大 I)

ノルウェー スウェーデン

■
７
１
１
１

‐

ⅥKINCS‖ BBC tv ZIG ZAC)

全長20m.幅約5m
(幅広で安定性が高い)

約60～80人乗り

速さ毎時20km

柏材製

○○ヴアイキングの船

10tの積荷でも水深が1.3m

ヴアイキングの活動lE目
2イングランドの形成
(ケルト人の移住(前 5世紀))(oPllo口 )

ローマの支配

前55～54 カエサルのプリタニア討伐

後43   属州ブリタニア成立

↓

(ノルマン人(デーン人)の侵入)

●

ノルマン征服(ノルマン=コンクェスト)(1066)

1066 ヘースティングズの戦いでノルマン勝利

ノルマンディ公ウィリアム,ウ ィリアム1世

として即位

北欧諸国の国旗は,色の違いこそあれ共通のス

タイルを持つているが,これは13世紀初頭のデン

マークによるエストニア遠征の際に用いられた十

字旗がもとになつている。北欧諸国の中で,特に

ノルウェー・スウェーデン・デンマークは,14世

紀にカルマル同盟を結ぶなど,ときに摩擦を生じ

つつも強い絆を維持してきたと言える。

1本マスト´三

L… ……………………………………………………………」

スカンディナヴィアンクロス ー北欧諸国の形成― (0剛 73日 )

アイスランド ●ノルマンの侵入
レイフ=エリクソン 原 住 地

スカンディナヴィア半島
ユ トランド半島

( ):建国年 青字 :建国者

グリーンランド
Jヒアメリカ ルス(ルーシ)

ドニエプル川
沿いに

北西ロシア

ノヴゴロド国(862)
リューリク(ルーリック

(ロシアの起源)(OP123口 年)
スウェーデン王国(995)

ノルウェー王国(900頃 )
イングランド キエフ公回 (882,

オレーグデーン朝 (1016)
クヌート(カヌート)

ン

^ノ

/
(OPl17口年)/ (OP123口 年 )

ノルマン朝 (1066)
ノルマンディー公
ウィリアム(ウィリアム10

「 北フランス lサリッリ 日4世 南イタリア シチリア

(OP123口年)継ろそF」
~公国
ド丼デ百け万く

両シチリア王国(1130)
ルッジェー□2世



田□―マ〓カトリック教会の発展18聞:脇 )

B□…マ=カ トリック
世界の構造

口修道院の果した役割
0"F‖  修道院は修行の場であると同時に生活の場でもあるので,自
給自足のための施設が備えらねている。また,修道士は余暇を学問に費

やしたので,修道院は中世の文化の中心でもあつた。

5291モ ンテ=カシノ修道院 |    |三 大宗教騎士団 '
ベネディクトゥスがイタリ    聖地巡礼者の保護と異教徒
アのモンテ=カシノに倉」立。   の討伐
「祈り,働け」がスローガン。1113 ∃八ネ騎士団
聖ベネディクトゥス会貝」制定 1119 テンプル騎士団

91011ク リ百二―修道院:1   1190 ドイツ騎士団(13c～東方植民)
アキテーヌ公が南フランス    1托鉢(たくはつ)修道会 |

のブルゴーニュに倉」立。べ    清貧を理想。財産所有を否定。
ネディクトゥスの戒律を厳    民衆の曇搭を受けて遍歴しな
守。教会刷新運動の中心      がら説教活動を行う

i0981シ トー派修道会 ‐    1209 フランチェスコ修道会
聖ロベルトゥスがフランス    (イタリアのアッシジ)
中部のシトーに創立。荒地 1215 ドミニコ修道会
の開墾に努力          (フ ランスのプルーイユ)

□―マ〓カトリック教会

○カノッサの屈辱

(1077)聖職叙任権

闘争により教皇グレ

ゴリウス7世に破門

された神聖□―マ皇

帝ハインリヒ4世 よ,

北イタリアのカノッ

サで赦しを乞うた。

写真は, トスカナ女

伯マティルダとクリ

ュニー修道院長に教

皇へのとりなしを頼

む八インリヒ4世。
リアチカン図書館蔵

Oイタリア旅行で人気の町アッシジ
フランチェスコの出身地。淡いピンクの石

の建物が並ぶ中世そのままの町である。教

会が町の半分を占めている。

○フランチェスコ

(1481頃～4226)

封建社会の形成期      1     封建社会の確立期      1封建社会の崩壊期

布 教 期  X教 皇・皇帝の提携期 X教皇・皇帝の争覇期 》 皇権絶頂期X教皇権衰退期

(聖職売買〕

‐２‐５

鮮
）圃1098

1修甚碁』立| |ここ基蔑翌
スコ
|

2宗教分布

サ
lモ【きヽミ茉 国

10世紀
クリュニー修道院
(ベネディク ト派 )

娑 ザ詣 t
ラ

マ

´

鴇 :マ

1077
カノッサの屈辱

1303
アナーニ事件

≡抵霞磐
ク教
詞贈ム鋸晰 領

クリュニー修道院長 °
て町堂|マ翼
:‐ :、  ́  皇位。「月は太陽よりも小さい
議  からその光を受けたように,皇
■
li鶴   帝の権限は教皇の権威によつて

その輝きを受けたJと語り,神

ぜ    聖□―マ皇帝,英王ジョン,仏
王フィリップ2世などを屈伏さ

せ,教皇権の絶頂期を確立。フ

ランチェスコ修道会などを認可

し,異端問題解決にも努力した。

● 修 道 院 の 聖 務 日 課 (シ トー派修道会 6月 の例 )(「シト桧 隣 囲執 ゎ
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O中世の典型的修道院



ビザンツ帝回
(OP100回地 107地

□―マ帝国,ビサンテイウムヘ

コンスタンティノープルと改称
□―マ帝国,東西に分裂

実7431エフェソス公会議ス牙 431エフェソス公会議朝
5  (ネ
ストリウス派を異端とする)
スティニアヌス帝
533 1□―マ法大全J完成
537 セント=ソ フイア聖堂完成

位610～ 641)

ウ
マ
イ
ヤ
朝
肛

ア
ッ
パ
ー
ス
朝

マ
ケ
ビ

ラ
朝
　
‐ｏ５７
‐０８‐
月
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炒
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た酢
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パ
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ロ
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ス
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●軍管区制と屯田兵市」を採用
●中央集権体制を強化
●ギリシア語を公用語とする

(分離促進)
バシレイオス1世 (～ 886)

○ビザンツ文化の復興

1054東西教会の分離
●ギリシア正教会の成立
●プロノイア制導入(帝国の封建化)  セ
1071マ ンジケルトの戦い
1095ア レクシオス 1世
□―マ教皇に救援を要請
(十字軍の原因)

1204こ

ス菖豪里テ翌ラ蔦曽理運|こ
逃れる

1

怖 3ビザンツ帝国滅亡 帽 留路
一
婚

726 聖像禁止令(―→聖像崇拝論争

●皇帝教皇主義確立

843聖像崇拝復活(最終的解決)
867東西両教会,相互に破門

中
期
（帝
国
の
ギ
リ
シ
ア
化
）

11~  ～ う

、ヽ 、ヽ、 スラウ族|

鍮 謳
卜玉輻 :[7ノープ‖小 コン3タンティノ

ユスアイFアヌス帝つττ
ρ進出方向          ィェルサレ

|  16世 紀初頭の領域
=  =ユスティニアヌス
帝時代の最大領域

口西ヨ…ロッパとビザンツ帝国の比較

商都コンスタンテイノーブル
アジアと∃―ロッパの接点

に位置するコンスタンティノ

ープルは,330年 ,□―マ皇

帝コンスタンティヌスの遷都

以降,1923年まで都として繁

栄した。現在,人口740万の

トルコ最大の都市であり,商

業 観光の中心として「永遠
の都」であり続けている。

西ヨーロッパ諸国   |    ビザンツ帝国
●世俗権力(皇帝 国王)と教
皇権の二元構造

●封建制度の成立と世俗権力

の地方分権化

政 治

●皇帝が政 教両権を握る皇
帝教皇主義

●中央集権的官僚体制と軍管

区(テマ)制

●荘園制(農奴制)に基づく自

給自足経済

011世紀以降貨幣経済が浸透

済

会

経

社

●国家統制による商工業(貨

幣経済)の発達

●自由農民 屯田兵市Jが存在
●プロノイア制で封建化進行

●□―マ的 グルマン的文化
●□―マ =カ トリック

化

教

文

宗

●キリシア文化と東方文化の

融合

●ギリシア正教

●キリスト教 グルマン民族

古典文化を融合した中世∃

―ロッパ世界形成

上

義

史

意

歴

の

●古典文化を保存 継承し西
欧へ伝える

●西欧世界の防波堤の役害」

●□―マ=カ トリックとギリシア正教の違い
□―マニカトリック  |    ギリシア正教

□―マ教皇

(政治権力と宗教権力の分離)
宗主権

コンスタンテイノープル総主教

皇帝教皇主義

(皇帝が政治 宗教の両権を掌握)

□―マ

(サン=ピエトロ大聖堂) 脚ｍ
コンスタンティノープル

ー。モスクワ(15世紀以降)

聖像崇拝を布教に利用
像

拝

聖

崇

聖像禁止令(726～ 843)

一 勺 ン(聖像画)崇拝

●体系的 思弁的な神学が発
達(13世紀,スコラ哲学の

完成=信仰と理性の統一)

義

　

他

。　
の

教

　

　

そ

●原始キリスト教の精神を継

承(義よりも愛,十字架よ

りも復活,罪よりも救い)

●信仰体験 復活祭を重視

0人々で賑うイスタンブル
(ガラタ橋附近)

○セン ト=ソ フィア

聖堂 ユスティニアヌス
帝がコンスタンティノープ

ルに建立したビザンツ式の

代表作。オスマン帝国時代

に尖塔を付けモスクとした。

Oユスティニアヌス帝
ラヴェンナ(北イタリア)の

サン=ヴイターレ聖堂のモ

ザイク壁画。彼は旧□―マ

帝国領を回復。F□―マ法

大全』を編纂させた。

ンスタンティ


